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1 は  じ め  に

イチゴー季成 り性早生品種を利用 した短 日処理による

夏秋 どり栽培は、冷房などの高価な設備を投入せず低コ

ス トで花芽分化を促進することができることから、東北

地域の夏季冷涼な気候を生かした、非常に有利な作型で

ある。

これまで、 `女峰 'を用いた場合、短 日処理開始時期が

6月 下旬以降であれば、できるだけ早く処理 して定植 し

た方が有利であることが分かっているが、他の品種を用

いた場合や、更に早い処理時期についての知見は少ない。

そこで本試験では、 `女峰'および `と ちおとめ'を用

い、短 日処理開始時期が果実生産に及ぼす影響について

検討 した。

2試 験 方 法

本試験は 2002年、盛岡市下厨川の東北農業研究センタ

ー野菜花き部栽培ほ場で行つた。

品種は `女峰'および `と ちおとめ'を用いた。両品

種 とも無加温ハ ウス内で越冬させた親株から発生したラ

ンナーを 5月 8日 に 10 5cm径 ポットに受け、2週間のの

ち親株から切 り離 し、短 日処理開始まで育苗 した。育苗

期間および短 日処理期間中は生葉数が 5枚 となるように

適宜摘葉を行つた。

短 日処理は トンネル被覆 したホワイ トシルバー100を

8時間日長 となるように開閉することにより行つた。短

日処理開始 日を 6月 6日 、6月 26日 、7月 16日 (それぞ

れ 6/6区、6/26区、7/16区 とする)と し、処理中に随時

茎頂の検鏡を行い、80%以上の株で花芽分化を確認後、

`女峰 'はそれぞれ 7月 8日 、7月 28日 、8月 19日 に、

`と ちおとめ'は 7月 5日 、7月 28日 、8月 19日 に処理

を終了 し、ただちに各区とも 1区 6株 3反復でパイプハ

ウスに定植 した。

パイプハウスには 9月 20日 に外張ビニール被覆を行い、

最低温度 5℃で加温をしながら収穫を続けた。摘果は行

わず、5g以下のくず果も調査対象とした。12月 27日 に

加温を中止 し収穫を打ち切つた。

3 試験結果及び考察

花芽分化を検鏡によつて確認後定植 したが、いずれの

処理区でも処理期間は約 lヶ 月となり、処理期間中の新

出葉数は 13～22枚であつた。処理期間中の平均気温は

最も高い 7/16区で約 26℃であつた (表 1)。

いずれの区においても定植後 35～40日 後に出薔 し、さ

らに約 10日 後に開花 した。定植後花房までの新出葉数は

45～51枚であつた (表 2)。

`女峰 'は短 日処理開始 日が早くなるほど総収量が多

く、 `と ちおとめ'は少なかつたが、夏秋期の収量は両品

種とも短 日処理開始 日が早くなるほど多かつた。また短

日処理開始 日が早くなるほど 5g以下の果実が多くなる

とともに 1果重は減少 した。果数型品種である `女峰 '

では収穫果実数が多い傾向であつた (表 3)。

6/6区 では、収穫開始が両品種 とも 9月 上旬 となり、

収穫ピークは '女峰'では 10月 上旬、 `と ちおとめ'で

は 9月 中旬となつた。また、1果重が 10g以 上となつた

期間は `女峰 'では 9月 上旬のみ、 `と ちおとめ'では 9

月中旬までであり、以降は 10g以 下となつた。

6/26区では収穫 ピークが `女峰'では 10月 下旬、 `と

ちおとめ'では 10月 中旬 となつた。両品種 とも 1果重は

収穫初期に重く、11月 上旬以降は 10g前後で推移 した。

7/16区では、両品種とも 1果重は重かつたものの収穫

ピークが 12月 となつた (以上、図 1)。

以上のことから、短 日処理開始時期つまり定植時期が

早くなるほど生育期間の温度が高いため、果実が小玉化

したものと考えられた。また、収量の品種間差は果数型
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品種である `女峰 'と 果重型品種である `と ちおとめ '

における収穫果実数の違いにより生 じたものと考えられ

た。

4ま と め

イチゴー季成 り性品種 `女峰 'お よび `と ちおとめ '

を用いた短 日処理による夏秋 どり作型において、短 日処

理開始時期が 6月 上旬の場合は果実の 1果重が小さくな

つた。7月 中旬の場合は 1果重が大きくなるものの、夏

秋期に収穫できなかつた。6月 下旬処理開始では 10月 中

に収穫ピークとなり、1果重も 10g以上 となつたことか

ら、短 日処理開始時期は 6月 下旬が有効であると考えら

れた。

表1各試験区の短日処理日数及び処理期間における

新出葉数と平均気温

女  峰  6/6 7/8  32
626  7/●    32
″16  ν19   34

とちおとめ 6/6  7/5   29
げ26  7/23   02
7/16     8/10      34

2.0 19.5

l.3 23.0

2.2 26.0x

22   191
1 3     23 0

20    260※

表2 定植日が出奮開花に及ぼす影響と

定植後の新出葉数

凛, 種   定拉 H l.ホ ロ  "花 口  新出葉数

峰  ?/8
7/28

8/19

3/14

9/ 8

9/26

46

51

46

とらおとめ  7/5
7/28

8/19

3/11  8/20   17
9/ 5     9/14       4 7

9/22    10/ 5       4 5

表3短 日処理開始時期が果実収量および果実 1果重に及ぼす影響

短 日処理

開始 日

収  量 (g/株 ) 1果重 収穫果実

総収量  108以 上  58以 下 夏秋期※ (g)個 数 (個 )

女 6/ 6

6/26

7ノ 16

219 7      40 5     39 6    204 0      7 8     28 2

192 9     147 4      0 7     70 4     11 5      16 8

90 6      89 7        0 0    25 9      3 5

92 4      29 4     10 6     88 7      8 2      11 3

126 8      90 6      0 7     81 6    11 5     11 0

142 9     142 9 0       0    25 3      5 6

とちおとめ 6/ 6

6/26

7/16

※ 夏秋期収量 :10月 下旬までの総収量
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図1短 日処理開始時期が時期別果実収量及び 1果重に及ぼす影響
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6日   ― E「  6月 26日   -7月 16日

種 婦最鮮
「

 定植日 処理曰数   新出葉数 平均気温

平均気温は自記温度計による短日処理施設内の気
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